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研究概要

ヒト、伴侶動物、家畜におけるウイルス感染症の研究に取り組んでいます。
1. 重症熱性血小板減少症が、マダニからだけでなく伴侶動物を介して感染することを明らかにし
てきました。更なる詳細な感染環の解明のための調査、新しい診断法、治療薬の開発のための基
礎研究を行っています。
2. 家畜やヒトの呼吸器細胞を標的としたウイルス感染について、上皮細胞を用いた呼吸器細胞モ
デルの構築に取り組み、呼吸器ウイルス感染症の重症化機序の解明に取り組んでいます。
3. タイ、インドネシアなど近隣の国々との連携による海外悪性感染症に関する研究に取り組んでい
ます。

１ 重症熱性血小板減少症に関する研究
ダニ媒介性致死性人獣共通感染症である本疾患が、ダニだけでなく、伴侶動物を介して感染して
いる事例を世界に先駆けて報告し、獣医師などの動物関連従事者への啓発を行っています。伴
侶動物などでは、その病態が不明であり、診断が重要になります。しかしながら、原因病原体が
BSL3対応であり、取り扱いに制限があります。そこで簡便かつ信頼できる診断系の開発や、治療
抗体の開発に取り組んでいます。

２ 呼吸器細胞モデルを用いた呼吸器ウイルス感染症研究
人でも牛でも、風邪のような呼吸器疾患は、ウイルスだけで誘発
されているだけでなく、ウイルスの先行感染に加えて、免疫状態
の変化、さらに細菌による複合感染が原因とされています。ウイ
ルスの先行感染が上皮細胞における細菌付着性を亢進する機
序を明らかにし、重症化関連する機序を明らかにしようとしてい
ます。その際に、呼吸器上皮細胞と、免疫担当細胞を共培養す
ることで、呼吸器細胞モデルとして応用することを目指していま
す。牛では、牛呼吸器症候群、人では新型コロナウイルス感染症
を対象としています。

トランスウェルを用いた３D培養法
によるヒト呼吸器細胞モデル

３ 海外悪性感染症に関する研究
日本の家畜産業は、口蹄疫のような輸入感染症の脅威にさらされています。人におい ても、デン
グ熱、ジカ熱など新しい輸入感染症が大きな問題となっています。こういった海 外悪性感染症の
研究を、日本の近隣諸国と共同で行い、東南アジアにおける防疫体制 を立ち上げることを目指し
ています。そのためにも、上述した家畜感染症の複合的診断 法を充実させ、口蹄疫と、口蹄疫と
同じような水疱を形成する病気とを正しく診断する方 法を確立し、東南アジア諸国への導入に取
り組んでいます。
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技術相談に応じられる関連分野
ウイルス(BSL3対応可)
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